
コ
　
・
ー

エ
ン
の
倫
理
説

西

晋
　
一
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ト
す
ヂ

　
　
認
君
エ
ン
の
「
純
膵
意
志
の
倫
理
し
の
説
は
、
其
内
容
が
多
端
な
る
上
に
盗
読
特
の
方
法
を
以
て
之

　
を
羅
織
七
．
加
ふ
る
蕉
西
洋
の
文
化
思
想
歴
言
言
に
ド
イ
ツ
國
語
と
密
魎
不
離
の
様
に
て
具
燈
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
遮
論
蓮
し
て
あ
る
故
、
其
要
領
と
い
ム
如
み
竜
の
を
紹
介
す
る
は
頗
る
難
き
を
畳
之
る
が
、
以
下
其

　
読
の
主
要
部
の
一
端
と
思
ふ
所
を
叙
述
し
て
、
未
だ
原
丈
を
見
ぎ
る
入
に
之
を
忌
む
こ
と
を
認
む

　
る
噌
助
と
し
ょ
う
と
愚
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ル
ブ
ス
ト
へ
ベ
ウ
ズ
ト
ザ
イ
ソ

　
・
鴬
徳
の
唯
一
内
需
は
氏
に
よ
れ
ば
冑
　
　
　
　
畳
で
あ
っ
て
、
之
を
道
徳
的
自
註
と
云
ふ
。
滋

　
徳
的
自
麗
を
生
む
者
を
純
輝
意
志
と
云
ふ
。
純
輝
意
志
は
あ
ら
ゆ
る
自
然
的
の
二
恩
を
脱
し
て

騨
角
髪
自
ら
其
内
容
を
生
薯
で
あ
る
・
生
む
と
い
ふ
轟
粋
意
志
の
前
に
純
粋
意
志
あ
っ
て

　
　
　
　
　
謙
ー
エ
ン
の
倫
理
醗
…
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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二

生
む
に
あ
ら
ず
、
純
粋
意
志
其
物
が
膚
ら
成
る
の
で
あ
る
。
是
は
溜
在
的
が
現
費
的
と
な
る
と
い

ふ
如
き
こ
と
で
は
な
い
。
漕
在
的
と
い
ふ
如
き
は
逃
げ
口
上
で
あ
る
。
純
樺
意
志
は
畢
覧
課
題

b
窺
σ
。
菩
Φ
で
あ
る
。
銅
島
。
P
悶
恩
。
夢
㊦
。
・
営
で
あ
る
。
課
題
の
解
決
で
純
粋
意
志
が
成
る
。
諜
題
の
解
決

は
絶
勤
無
依
の
純
粋
行
動
目
豊
毒
象
茜
で
あ
る
．
純
粋
意
志
が
課
題
な
る
故
、
道
徳
的
肖
畳
は
課

題
で
あ
る
。
澄
徳
は
課
題
で
あ
る
。

　
純
粋
意
志
が
醗
す
る
良
然
と
は
自
然
的
本
能
で
あ
δ
。
男
女
の
情
、
親
子
の
惰
、
種
族
酌
域
情
、
愛

心
心
は
肖
然
的
本
能
で
あ
る
。
此
等
を
直
ぐ
さ
綾
上
徳
の
本
と
す
る
は
似
而
非
野
饗
で
あ
る
。

同
情
、
帖
迫
徳
的
情
操
、
美
的
威
樒
…
の
如
き
に
蓮
徳
を
本
づ
け
る
は
自
然
主
義
で
あ
っ
て
、
空
然
主
義
は

純
粋
意
志
と
正
さ
に
相
容
れ
澱
。
普
通
愛
と
い
ふ
の
は
戴
性
的
自
己
の
擾
張
で
あ
る
。
自
己
の

墨
黒
は
蟹
塾
し
て
民
族
人
類
を
包
容
す
る
と
竜
個
私
の
牲
質
を
失
は
諏
。
民
族
の
私
、
群
類
の
私

で
あ
る
。
　
小
に
し
て
は
夫
嬬
の
私
、
一
家
の
私
、
團
艦
の
泓
で
あ
る
。
　
私
は
道
徳
を
壊
る
竜
の
で
、
皆

然
主
義
で
あ
る
。
家
、
民
族
、
其
他
共
同
生
活
は
個
入
が
軍
扁
態
屠
獣
①
鋳
㊦
罫
で
あ
る
に
蜀
す
れ
ば
多

藪
塗
鞘
①
貯
冨
諜
で
あ
る
に
過
ぎ
諏
。
多
数
態
は
皆
相
野
的
の
竜
の
で
あ
．
る
か
ら
此
等
團
膿
生
活

を
相
劃
的
麟
膿
話
夕
詐
奉
Q
Φ
已
①
ぎ
。
・
。
ぎ
幽
け
魯
と
云
ふ
。
響
町
甥
的
團
鰹
は
ど
れ
ほ
ど
蟹
が
つ
て
竜
比

較
的
に
大
と
い
ふ
に
過
ぎ
粗
の
で
勾
配
の
本
に
は
な
ら
漁
。
学
徳
は
全
然
野
墓
礎
を
異
に
し
て



　
全
野
・
ヒ
序
①
ぎ
に
本
つ
く
。
全
態
は
大
さ
と
は
其
概
念
を
全
然
異
に
す
る
。
蚕
態
に
達
し
て
個
々

　
は
、
其
眞
源
を
見
る
。
　
全
態
に
立
脚
す
れ
ば
家
族
民
族
其
大
小
贋
義
に
絢
ら
ず
道
徳
を
成
す
。
多

．
歎
息
が
全
態
に
轄
ず
れ
ば
團
膿
は
典
同
膿
φ
自
。
器
Φ
塁
。
同
回
龍
俄
に
轄
ず
る
。
．
共
同
騰
の
正
式
な
る
者

　
が
國
家
O
Q
夢
話
で
あ
る
。
故
に
國
家
に
立
脚
し
て
婚
姻
竜
家
族
も
民
族
竜
入
類
竜
始
め
て
二
野
に

　
入
る
の
で
あ
る
。
即
ち
國
家
に
於
て
の
み
人
は
虞
畳
に
達
す
る
。
此
肖
畳
は
心
理
五
二
の
で
は

　
．
な
く
避
徳
的
の
竜
の
で
あ
る
。

　
　
『
純
粋
意
志
の
倫
理
」
二
五
六
頁
に
曰
く
、
意
志
が
自
畳
を
得
る
は
予
の
二
二
的
個
我
の
申
に
於
て

　
に
あ
ら
ず
、
二
相
勤
的
圃
膿
に
封
ず
る
愛
憐
熟
情
に
よ
っ
て
予
を
塘
大
す
る
に
於
て
に
あ
ら
ず
、
唯

　
法
舅
Φ
o
響
に
於
て
の
み
で
あ
る
。
唯
法
の
中
に
、
唯
國
家
の
中
に
て
達
せ
ら
る
＼
三
態
裡
に
】
切

　
の
偲
私
的
を
棄
却
し
て
、
予
の
我
H
魯
を
我
及
び
汝
H
畠
毎
幽
d
崇
の
相
事
実
に
思
惟
し
意
志
す
る

　
こ
と
を
人
は
學
ぶ
云
々
。
か
く
て
法
及
び
控
家
が
道
徳
邸
ち
溢
徳
的
膚
畳
の
方
素
的
根
祇
で
あ

　
つ
て
、
倫
理
を
宗
敢
、
藝
術
、
特
に
宗
敷
と
方
霊
的
に
二
業
猫
質
せ
し
あ
、
倫
理
良
猫
の
寓
①
蓬
。
鶴
町
を
得

　
る
の
で
あ
る
。

　
　
道
徳
は
黒
質
天
賦
に
あ
ら
ず
．
叉
練
習
に
あ
ら
ず
．
只
立
法
に
よ
っ
て
成
る
が
、
此
立
法
は
脅
己
あ

㎜
つ
て
立
法
す
る
の
で
は
な
丸
歩
々
の
立
法
に
よ
っ
て
自
己
が
成
る
・
立
法
が
立
法
π
る
所
以
の

　
　
　
　
　
コ
　
一
　
エ
　
ン
ら
の
倫
理
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
．
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螂
限
定
精
確
を
實
に
す
る
．
は
レ
ヒ
ト
で
あ
る
。
　
一
切
の
レ
ヒ
ト
は
契
約
く
⑦
貯
諮
に
蹄
着
す
る
。
契

1

　
約
に
曾
て
は
彼
我
の
相
封
は
我
H
。
ゴ
に
封
ず
る
他
餌
電
陣
疑
Φ
お
の
相
似
で
な
い
。
他
山
2
b
目
窪
δ
は

　
後
れ
尊
に
過
ぎ
綴
。
破
れ
鱒
は
其
れ
蔚
と
し
て
見
ら
れ
得
る
竜
の
で
あ
る
。
彼
れ
顛
が
汝
ご
瓢

　
と
な
っ
て
殆
て
我
H
◎
｝
H
其
物
が
出
立
す
る
。
汝
⇔
β
が
躍
家
ぜ
ね
ば
我
H
畠
も
出
來
霞
。
我
同
畠
と

　
汝
d
離
と
相
愛
し
て
現
は
れ
だ
の
が
取
・
ρ
竜
直
さ
ず
我
野
鼠
と
汝
U
葭
と
の
統
合
邸
ち
眞
の
我
H
畠

　
の
成
立
即
ち
自
縛
の
成
る
の
で
あ
る
。
此
我
H
畠
と
汝
d
昌
と
の
封
師
合
が
契
約
で
行
は
れ
る
か

　
ら
、
契
約
は
自
畳
成
立
の
必
要
且
十
分
な
る
黒
垂
で
あ
る
。
契
約
に
館
着
す
べ
き
一
切
の
法
を
實

　
に
す
る
課
題
は
即
ち
國
家
で
あ
る
。
國
家
法
期
の
行
は
る
㌦
所
に
薗
畳
を
人
は
始
て
得
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ロ
ワ
ス
チ
ツ
シ
エ
ヘ
ペ
ル
ゾ
さ
ソ
　
　
　
　
　

　
あ
る
。
國
家
が
表
す
る
法
　
　
人
が
自
畳
へ
の
滋
で
あ
る
。
左
に
荷
ほ
少
し
く
之
を
詳
に
せ
む
。

　
　
租
國
は
属
族
に
本
づ
き
、
民
族
は
種
族
に
、
種
族
は
家
族
に
、
家
族
は
婚
姻
に
本
つ
く
は
自
然
的
登

　
達
の
径
路
で
あ
っ
て
、
か
く
婚
姻
よ
鼻
遽
に
灘
区
に
四
大
す
る
所
に
人
は
其
丈
私
を
脱
し
て
道
徳

　
的
膚
豊
に
達
す
と
思
ふ
は
全
く
誤
で
あ
る
。
暫
く
二
更
的
饗
達
の
跡
か
ら
論
ず
る
も
婚
姻
か
ら

　
家
族
、
家
族
か
ら
種
族
と
い
ふ
如
く
に
進
ん
だ
の
で
は
な
い
。
種
族
が
家
族
と
婚
姻
を
成
就
す
る

　
原
力
で
あ
ウ
、
種
族
は
民
族
の
概
念
に
よ
っ
て
其
定
立
を
見
π
の
で
あ
る
。
民
族
の
概
念
の
確
立

　
は
麗
國
の
概
念
に
よ
っ
て
出
來
把
の
で
あ
る
。
併
し
何
れ
に
せ
よ
此
．
等
の
共
同
生
活
が
そ
れ
ぞ



　
れ
に
猫
立
詰
封
の
團
膿
を
成
し
撹
徳
的
跳
鼠
を
俘
ふ
は
誤
で
あ
ウ
て
、
却
て
此
等
本
鋪
は
固
執
す

　
れ
ば
衝
突
し
翻
箏
を
起
す
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
畢
覧
團
膿
を
歴
史
納
に
厨
々
登
達
し
煮
る
者

　
と
見
る
自
然
的
継
會
學
的
概
念
に
道
徳
を
求
む
る
が
誤
の
根
で
あ
る
。
個
我
が
其
情
愛
の
範
園

　
を
嬢
げ
て
恰
か
も
大
な
る
胃
の
騎
の
如
く
に
盆
ぐ
多
く
の
特
殊
を
吸
牧
し
己
れ
を
増
大
し
て
ゆ
く

　
道
に
由
っ
て
滋
徳
的
自
畳
に
位
す
る
こ
と
は
出
來
諏
。
燈
は
ロ
バ
國
家
と
い
ふ
概
念
に
由
っ
て
達

　
せ
ら
れ
る
。
現
實
の
國
家
は
趨
勢
あ
る
階
級
者
の
司
配
を
免
れ
澱
が
一
國
家
の
國
家
た
る
課
題
は

　
諸
の
契
約
に
信
な
る
贋
に
あ
る
。
此
信
あ
る
が
故
に
継
勢
の
濫
用
あ
る
に
拘
ら
ず
國
家
は
其
根

　
枢
、
其
倫
理
的
纏
利
を
保
持
し
て
居
る
。
倫
理
的
継
利
と
は
法
令
と
し
て
認
容
せ
ら
れ
、
道
徳
的
自

　
贅
の
最
高
最
純
確
な
る
範
だ
る
の
梅
利
で
ま
6
。
法
人
の
望
事
は
意
志
の
統
一
の
自
由
で
あ
る
。

　
意
志
の
統
一
は
全
身
に
よ
っ
て
遽
行
せ
ら
れ
る
最
高
の
統
一
を
指
す
る
の
で
是
が
國
家
に
於
て

　
行
は
れ
、
る
の
で
あ
る
。
或
は
か
㌧
る
國
家
は
憶
想
に
過
ぎ
綴
と
思
ふ
者
竜
あ
る
が
、
此
輩
の
塞
想

　
と
な
す
所
は
亀
入
に
あ
っ
て
は
課
題
国
詰
ぴ
δ
β
で
あ
る
。
翼
面
目
な
る
概
念
で
あ
る
。
國
家
－
の
翼

　
相
は
丁
度
此
所
に
見
豪
る
の
で
あ
る
。
國
家
の
根
概
が
契
約
に
あ
る
～
を
會
得
し
兼
ね
る
の
は

　
卿
ソ
瓦
が
既
に
雇
別
し
尤
邑
昆
蘇
謬
ゴ
、
霧
亀
Φ
と
詞
、
◎
δ
⇔
鼠
諭
8
蕊
の
溺
を
辮
へ
澱
か
ら
で
あ
る
。

㎜
園
家
意
志
は
契
約
を
豫
醸
す
と
せ
ば
各
個
意
志
の
墾
興
が
必
須
篠
件
で
あ
る
が
㌧
事
實
上
か
、
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
コ
粟
エ
ン
。
の
倫
理
拶
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
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六

励
屡
與
は
無
い
の
で
あ
る
か
ら
契
約
説
は
無
根
の
読
で
あ
る
と
い
函
。
然
る
に
團
腱
と
典
同
膿
と

1

　
違
ふ
織
即
ち
多
血
態
と
画
意
と
違
ふ
瓢
は
後
者
は
個
々
の
現
認
的
墾
輿
を
超
脱
し
て
を
る
所
に

　
あ
る
。
國
家
の
全
幅
と
し
て
法
人
と
し
て
の
南
至
は
丁
度
此
超
脱
に
於
て
存
す
る
。
現
實
的
合

　
意
に
よ
っ
て
調
て
出
血
す
る
團
禮
は
多
歎
態
に
過
ぎ
澱
。
團
膿
で
あ
る
。
登
態
の
論
理
的
意
義

　
は
総
個
人
の
現
實
的
合
意
に
依
頼
ぜ
ぬ
所
に
あ
る
。
是
は
國
家
意
志
は
纏
個
人
の
意
志
の
協
饗

　
を
不
用
と
認
む
る
設
な
ウ
と
思
ふ
者
は
高
家
統
一
は
本
地
課
題
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
を
る
。
道

　
徳
及
法
の
主
潮
と
し
て
純
粋
意
志
を
成
し
得
る
者
は
皆
皇
家
に
於
け
る
自
薦
の
完
成
に
墾
同
せ

　
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
一
人
と
錐
も
澄
徳
及
法
に
於
て
其
所
を
得
ざ
る
者
あ
ら
ば
國
家
統
一
は
成
ら
諏
。

　
國
家
意
志
の
意
義
は
そ
れ
が
戯
事
實
だ
る
に
あ
ら
ず
し
て
倫
理
上
自
白
の
指
導
概
念
と
し
て
の

　
領
値
に
あ
る
。
漏
せ
ば
若
し
法
人
の
概
念
の
力
に
よ
っ
て
財
産
の
概
念
が
漸
衣
其
利
己
的
偏
衙

　
を
脱
し
、
か
く
財
産
の
倫
理
化
に
よ
っ
て
財
産
所
有
者
の
入
格
が
道
徳
的
自
前
へ
の
道
に
向
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ポ
テ
ロ
ゼ

　
る
る
と
せ
ば
、
点
れ
法
人
の
概
念
は
一
つ
の
道
徳
的
六
二
た
る
の
用
を
慰
す
の
で
あ
る
。
故
に
國

　
家
統
一
は
一
箇
の
抽
象
で
は
な
く
最
も
實
有
的
な
る
最
も
活
き
た
る
人
間
活
画
で
あ
る
。
薗
畳
は

　
此
統
一
．
に
よ
っ
て
充
實
せ
ら
れ
る
と
共
に
之
に
よ
っ
て
限
定
せ
ら
れ
る
。
蓋
し
國
家
の
壼
態
は

　
課
題
に
し
て
個
々
の
意
志
と
不
離
な
る
が
故
、
蔵
入
た
る
者
は
此
面
態
の
課
題
b
無
σ
q
筈
。
伽
窪
と
白
⑦
詳



　
を
思
し
、
此
統
鳳
の
下
に
自
ら
從
厩
す
べ
き
で
あ
る
。
此
統
一
が
帥
ち
個
人
の
一
切
行
爲
に
於
て

　
其
意
志
を
蓮
訂
せ
し
む
べ
巷
内
容
で
あ
る
。
唯
此
内
容
即
ち
此
客
膿
に
於
て
の
み
個
人
は
自
己

　
の
主
鰹
郎
ち
趨
己
の
自
畳
を
純
粋
意
志
の
課
題
と
し
て
獲
得
し
且
つ
圭
張
す
る
乙
と
が
出
廉
る
。

　
　
掬
も
契
約
は
一
切
の
法
の
根
本
概
念
で
あ
っ
て
一
切
の
法
的
行
爲
は
契
約
と
見
る
こ
と
が
繊

　
繋
る
。
片
務
的
に
見
ゆ
る
事
竜
相
手
に
塗
上
し
な
い
竜
の
は
な
い
。
そ
れ
で
法
學
者
は
契
約
を

　
或
は
意
志
一
致
の
表
明
乏
も
云
い
或
は
爾
ほ
一
歩
進
め
て
之
を
意
志
融
合
と
竜
云
っ
て
を
る
。

　
か
く
一
切
の
法
は
契
約
に
蹄
着
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
に
糠
っ
て
立
つ
粋
家
が
契
約
を
其
根
概

　
と
し
て
を
る
は
當
然
で
あ
る
。
町
家
契
約
読
を
信
ぜ
ぬ
者
は
契
約
が
法
の
一
般
形
式
な
る
こ
と

　
を
紫
野
の
で
あ
る
。
今
自
慰
は
堕
ち
此
契
約
に
於
て
遽
げ
ら
れ
る
。
吾
人
の
卒
常
に
あ
っ
て
雰

　
費
属
ざ
ぽ
高
峯
ば
我
H
号
に
封
し
て
は
畢
覧
外
人
で
あ
る
。
契
約
は
此
外
人
的
を
除
く
竜
の
で
あ

　
る
。
　
契
約
に
よ
っ
て
他
幽
霞
〉
鼠
㊤
Φ
は
我
及
び
汝
H
◎
げ
毒
鋤
U
篇
に
韓
ず
る
。
▼
此
汝
d
離
は
彼
れ
国
り

　
で
は
な
い
。
彼
れ
撃
な
ら
ば
畢
寛
他
鳥
霞
卜
巳
Φ
δ
で
あ
っ
て
、
其
れ
駐
と
し
て
取
扱
は
れ
る
恐

　
あ
る
竜
の
で
あ
る
。
然
る
に
汝
及
び
聖
断
ぎ
毎
凱
回
畠
は
絶
封
的
に
不
離
で
あ
っ
て
「
汝
」
を
「
我
」
に
貫

　
く
の
で
な
け
れ
ば
「
汝
」
と
は
言
は
楓
。
　
面
し
て
こ
れ
つ
ま
う
、
汝
」
を
思
惟
せ
ず
に
は
我
は
「
我
」
と
思
惟

叙
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
こ
と
に
な
る
。
肖
畳
裡
に
あ
っ
て
は
さ
李
の
讐
・
蛋
・
書
は
不
離
の
汝
及

　
　
　
　
　
コ
ー
エ
ン
の
倫
理
髭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

跨
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
哲
．
學
硬
究
　
第
＋
九
鵬
　
　
、
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
八

瑚
我
d
部
タ
H
魯
に
轄
じ
差
の
で
あ
る
。
繁
華
と
は
意
志
の
統
一
を
意
味
す
と
せ
ば
是
れ
帥
ち
門
我
」
ど

一

　
『
汝
」
と
の
融
合
に
外
な
ら
綴
。
意
志
が
門
我
」
ζ
汝
」
と
を
合
一
す
る
。
此
統
一
が
即
ち
自
製
と
い
ふ
課

　
題
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
契
約
に
於
て
成
立
す
る
法
人
が
道
徳
的
入
格
を
成
す
の
で
あ

　
る
。
　
契
約
と
い
ふ
法
的
行
平
に
よ
っ
て
「
汝
」
と
「
我
」
と
合
一
し
、
此
合
一
が
帥
ち
自
閉
と
成
る
。
　
故
に

　
契
約
は
肖
畳
生
成
の
必
要
且
十
分
な
る
條
件
で
あ
る
。
是
れ
鷺
草
に
於
て
の
み
人
は
道
徳
的
薗

　
畳
に
蓬
す
る
と
い
ふ
撰
以
で
あ
る
。

　
　
フ
オ
ル
が

　
　
民
族
と
國
家
と
の
鋼
雪
明
か
で
あ
る
。
民
族
は
翼
然
物
で
あ
る
。
「
絹
聾
的
團
膿
」
で
あ
る
。
故

　
に
民
族
か
ら
滋
徳
的
慮
畳
は
生
成
せ
ね
。
歴
史
涙
に
属
す
る
法
母
岩
は
法
爆
撃
家
を
民
族
か
ら

　
駿
慨
す
る
竜
の
と
見
る
。
國
家
は
法
の
形
を
取
れ
る
民
族
な
う
と
見
る
。
併
し
民
族
と
い
ふ
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ル
ク
ス
ガ
イ
ズ
ト

　
然
か
ら
如
侮
に
し
て
法
及
國
家
は
生
成
す
る
か
。
或
は
云
ふ
民
族
に
民
族
馬
脚
が
あ
る
。
此
精

　
紳
か
ら
生
啓
す
る
の
で
あ
る
と
。
併
し
民
族
其
物
が
蕊
ち
に
精
紳
で
あ
る
か
。
民
族
が
精
藤
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
コ
ト
　
　
　
　
　
ナ
ツ
じ
ル

　
す
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
。
蜘
竜
黒
星
と
は
趨
然
な
ら
ざ
る
竜
の
㌧
乙
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
鍛
。

　
か
、
る
精
紳
は
唯
自
軍
か
ら
成
る
。
吾
八
の
齎
謂
純
騨
意
志
の
持
主
で
あ
う
創
立
者
で
あ
る
竜

　
の
を
精
算
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
し
て
見
れ
ば
薄
畳
と
い
ふ
課
題
で
あ
る
伊
予
に
総
て
の
み
精

　
紳
は
生
成
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
を
今
織
て
先
づ
精
赫
を
豫
想
し
て
然
る
後
に
乙
れ
よ
り
法
及



　
画
家
を
聚
嘉
せ
し
め
ん
と
す
る
は
順
序
を
倒
に
し
て
を
る
。
ま
し
て
や
其
精
憩
を
何
の
謂
は
れ

　
も
獄
く
自
然
物
た
る
民
族
其
物
に
固
有
せ
る
如
く
に
見
る
は
い
よ
～
㌔
受
取
れ
滋
説
で
あ
る
。

　
國
家
意
志
の
統
一
的
自
畳
を
實
に
し
つ
＼
あ
る
國
家
の
法
と
離
れ
て
は
民
族
の
み
な
ら
ず
組
國

　
と
い
ふ
も
亦
畢
覧
自
然
的
本
能
で
あ
る
。
斯
く
て
は
愛
國
心
と
い
ふ
竜
未
だ
共
が
果
し
て
道
徳

　
的
な
る
か
を
知
る
こ
と
が
出
家
澱
。
蓋
し
掬
然
的
本
能
と
し
て
は
愛
國
心
竜
個
我
の
情
愛
の
範

　
厨
の
欠
第
に
蟹
大
せ
る
も
の
に
過
ぎ
戯
か
ら
．
依
信
偏
愛
恩
寵
の
性
質
を
脱
せ
諏
。
是
か
ら
直
ぐ

　
に
純
粋
意
志
の
砲
畳
は
生
成
せ
漁
。
後
者
は
全
態
を
膿
し
て
始
て
起
る
竜
の
で
あ
る
。
但
し
是

　
は
民
族
、
頑
國
を
國
家
と
没
交
渉
の
竜
の
と
ザ
る
の
で
は
勿
論
な
い
。
民
族
は
漁
家
成
形
の
手
段

　
で
あ
る
。
　
一
壷
家
に
統
一
せ
ら
れ
ね
ば
民
族
は
唯
虜
然
の
按
㌧
の
種
族
だ
る
に
止
痴
る
。
國
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ス
ト

　
に
統
一
せ
ら
れ
て
民
族
も
其
眞
意
義
に
達
す
る
。
世
家
の
法
に
於
て
人
は
溝
畳
に
達
し
、
精
紳
を

　
成
し
、
文
化
が
始
て
起
る
の
で
あ
る
か
ら
、
國
家
概
念
は
帥
ち
文
化
概
念
で
あ
る
。
駅
家
に
於
て
入

　
は
嵐
曾
ω
畠
ぎ
ま
に
継
し
、
民
族
入
種
の
偏
侮
を
脱
す
る
。
此
の
如
き
人
類
文
化
の
概
念
に
達
し
て

　
然
る
後
に
道
徳
的
に
翼
露
な
る
愛
翻
心
趨
る
。
　
故
に
廟
議
を
熟
覚
す
る
は
翼
正
な
る
強
敵
．
心
の

　
徴
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
風
動
に
人
種
上
の
統
一
は
輝
け
π
こ
と
は
な
い
。
叉
地
理
上
の
統
一
竜
あ

瞬
つ
発
唯
病
家
統
一
を
蟹
て
る
π
・
愛
心
の
熱
情
は
歎
百
年
磨
墨
病
家
董
の
二
番
に
注
が

　
　
　
　
　
駆
ー
エ
・
ン
の
倫
理
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
・
哲
學
研
宛
　
第
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

難
れ
π
。
伊
太
利
人
に
あ
っ
て
竜
全
く
同
様
で
あ
っ
だ
。
特
に
ク
ラ
ン
ス
人
に
於
て
然
ゑ
で
あ
る
。

一

　
フ
ラ
ン
ス
人
は
國
家
を
成
し
て
か
ら
去
て
眞
の
民
族
と
な
つ
π
。

　
　
而
し
て
主
家
が
此
の
如
き
力
を
有
す
る
所
以
は
國
家
が
自
畳
と
い
ふ
諜
題
だ
る
に
あ
る
。
國

　
家
の
法
に
於
で
人
は
固
態
に
馨
し
薗
畳
に
下
す
る
か
ら
で
あ
る
。
翼
の
摘
芯
ば
國
家
に
於
て
成

　
る
か
ら
で
あ
る
。
愛
國
は
國
畏
文
化
の
花
で
あ
る
。

　
　
〔
3
罫
エ
ン
の
右
の
意
見
の
後
段
に
嘗
て
自
然
的
衝
動
と
し
て
の
、
從
て
其
懐
綾
溢
徳
の
根
祇
と

　
は
な
ら
ざ
る
所
の
愛
國
心
と
純
粋
意
志
よ
ウ
起
る
眞
正
の
愛
國
と
の
鋼
を
到
然
と
し
て
を
る
の

　
は
、
氏
の
倫
理
立
論
の
要
旨
に
断
つ
く
竜
の
で
最
竜
重
要
な
る
鐵
で
あ
う
、
翫
に
上
凍
の
論
述
に
よ

　
つ
て
其
主
意
は
分
っ
て
を
る
が
、
爾
ほ
あ
ら
ゆ
る
霞
然
を
脱
す
べ
き
純
灘
意
志
が
如
何
に
し
て
爵

　
然
的
本
能
π
る
愛
國
心
と
復
π
合
冒
し
て
三
男
の
道
徳
的
愛
國
を
成
す
か
の
方
案
的
解
繹
に
つ

　
い
て
は
別
に
議
論
を
要
す
る
。
是
は
後
に
論
蓮
し
ょ
う
と
思
ふ
コ
つ
ま
少
純
粋
意
志
と
膚
然
と

　
の
翻
係
論
で
あ
る
。
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
法
に
於
て
道
徳
的
良
畳
が
成
る
斯
以
を
今
少
し
く
渕
み
て
論
ず
れ
ば
、
先
づ
道
徳
の
主
膿
だ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
プ
エ
ク
ト

　
意
志
が
思
惟
と
相
違
す
る
瓢
か
ら
考
へ
て
來
ね
ば
な
ら
諏
。
患
惟
は
い
つ
も
野
象
に
向
ふ
竜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ソ
ド
ル
ソ
グ

　
で
あ
る
。
心
象
と
厩
立
す
る
所
に
思
惟
は
成
る
。
意
志
は
謝
意
に
洵
っ
て
住
く
竜
の
で
な
く
行
爲
．



　
に
向
ふ
も
の
で
あ
る
。
若
し
行
爲
が
我
に
饗
立
す
る
封
象
と
な
っ
て
仕
舞
へ
ば
意
志
の
意
志
だ

　
る
所
は
亡
ん
で
仕
舞
ふ
。
思
惟
と
の
匿
別
ば
か
う
で
な
く
欲
望
と
の
匿
別
竜
此
に
あ
る
。
野
象

　
に
向
ふ
竜
の
は
欲
望
で
あ
る
。
欲
望
は
外
に
向
ふ
。
意
志
は
内
に
向
ふ
。
意
志
の
主
膿
其
物
に

　
向
ふ
の
が
純
緯
意
志
繋
る
駈
で
あ
る
コ
意
志
の
二
野
即
ち
内
面
を
意
識
と
云
ふ
言
葉
で
表
は
ぜ

　
ば
、
此
意
識
が
行
雲
と
し
て
現
は
れ
ね
ば
な
ら
臓
。
意
識
其
物
の
遽
行
が
行
爲
で
あ
る
。
此
意
識

　
の
内
容
は
と
い
へ
ば
行
爲
と
し
て
現
は
れ
ん
と
す
る
等
等
其
物
に
外
な
ら
ぬ
の
で
、
外
に
何
等
内

　
容
を
抱
く
も
の
で
な
い
か
ら
、
此
意
識
の
内
容
を
強
い
て
封
書
饗
す
る
こ
と
に
せ
ば
、
之
を
封
象
の

　
意
識
と
匠
淫
し
て
自
巳
意
識
と
い
ぶ
の
外
は
な
い
。
此
膚
己
意
識
、
約
言
す
れ
ば
自
警
が
故
に
純

　
粋
意
志
の
特
徴
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
此
薗
畳
を
哲
學
者
が
覧
れ
ま
で
い
ろ
く
に
規
定
ぜ
ん
と
し
て
を
る
。
既
に
プ
ラ
ト
ン
は
之

　
を
複
数
に
『
吾
々
」
と
し
て
言
表
・
は
し
て
を
る
。
プ
貫
チ
ノ
ス
は
之
を
丁
数
に
「
吾
」
Φ
窃
q
o
と
し
て
を
る
。

　
後
ち
フ
ィ
ヒ
テ
は
真
鰯
を
「
我
」
目
。
げ
と
な
し
此
我
を
非
我
害
畠
呂
。
げ
と
の
封
立
か
ら
演
繹
せ
ん
と
し

　
て
を
る
が
．
フ
ィ
ヒ
テ
の
は
つ
ま
ム
一
切
事
物
を
指
す
の
で
あ
る
。
　
か
か
る
事
物
界
と
野
立
せ
し

　
め
た
所
で
道
徳
の
主
た
る
べ
き
自
畳
帥
ち
我
は
出
て
奈
澱
。
入
聞
界
の
裡
で
他
の
面
罵
に
相
灘

題
し
て
始
て
自
訴
た
る
我
が
両
論
ね
ば
な
ら
滋
。
さ
れ
ば
非
我
は
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
叡
。
敢

　
　
　
　
　
コ
書
呂
ン
の
愉
理
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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哲
學
研
究
　
箪
十
九
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
さ
ペ
ソ
メ
ソ
シ
あ

に
貞
畳
の
生
ぜ
ん
が
π
め
に
は
入
問
伸
問
と
い
ふ
竜
の
が
先
づ
出
家
ね
ば
な
ら
顕
。
併
し
な
が

ら
経
験
に
よ
っ
て
知
る
多
く
の
人
間
仲
問
と
鼎
立
し
た
め
で
は
末
だ
鴬
畳
は
生
ぜ
澱
。
我
の
本

と
な
る
べ
き
雰
我
は
多
く
の
入
の
申
の
誰
か
一
人
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
特
定
の
他
人
働
霞
診
q
霞
①

で
な
く
て
は
獄
ら
澱
。
　
か
か
る
他
人
は
経
験
に
よ
っ
て
輿
へ
ら
れ
る
性
質
の
竜
の
で
は
な
い
。

此
他
人
が
輝
輝
に
創
遣
せ
ら
る
る
所
に
始
て
我
が
出
來
る
。
国
営
輝
意
志
は
行
爲
と
し
て
遽
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ヒ
ツ
ハ
ン
ド
ル
ソ
グ

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
凡
そ
行
爲
に
は
二
軍
膿
を
必
要
と
す
る
こ
と
法
的
行
爲
に
見
え
る
通
ウ
で

あ
る
。
意
志
心
行
爲
の
自
記
と
は
只
膚
己
陥
入
が
意
識
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
此
禽
己
が
特
定

の
他
人
を
己
の
内
に
包
み
入
れ
る
と
い
ふ
の
で
な
く
之
に
己
を
關
慨
せ
し
め
る
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
諏
。
み
包
入
れ
て
仕
舞
へ
ば
只
一
箇
の
自
己
と
な
っ
て
仕
舞
ふ
。
甲
が
乙
に
番
乙
が
甲
に
も

呑
み
込
挙
れ
て
仕
舞
っ
て
は
な
ら
濃
。
　
一
が
他
に
よ
う
て
増
大
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
ら
澱
。
爾

者
は
其
箇
別
を
保
留
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
箇
別
を
保
留
す
る
が
故
に
断
て
孤
離
せ
ず
し
て
相
關

を
生
じ
、
此
相
關
の
上
に
肖
畳
は
成
る
の
で
あ
る
。
故
に
膚
畳
は
特
定
の
他
人
を
意
識
す
る
こ
と

か
ら
生
ず
る
。
爾
者
の
別
を
没
せ
ず
に
却
て
別
の
別
π
る
相
を
明
ら
か
に
し
て
相
附
す
る
所
に
合

一
が
出
來
て
、
此
舎
一
が
純
粋
意
志
の
自
畳
を
生
ず
る
。
從
て
此
合
一
・
は
只
威
情
の
難
し
得
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
フ
オ
ク
ト

で
な
く
、
思
惟
の
カ
に
よ
る
の
で
あ
る
。
意
志
は
固
よ
う
思
惟
．
と
情
と
を
含
ん
で
を
る
。
，



　
　
右
の
如
き
相
關
を
呈
す
る
竜
の
は
法
に
若
く
は
な
い
。
法
的
行
爲
に
あ
っ
て
は
關
係
者
双
方

　
が
互
に
自
己
の
分
内
を
明
瞭
に
す
る
と
同
時
に
相
手
の
分
内
を
竜
精
確
に
認
容
せ
ね
ば
な
ら
盟
。

　
　
　
ゆ

　
か
く
の
如
く
双
方
の
分
内
と
相
關
と
を
精
確
分
明
に
呈
す
る
も
の
ば
濁
互
法
の
み
で
あ
る
。
こ

　
れ
が
…
道
徳
的
論
士
の
授
受
論
諮
…
を
法
に
求
む
る
所
以
、
倫
理
を
方
案
上
法
の
上
に
立
て
て
、
宗
…
敏
藝

　
術
に
糠
ら
ぬ
所
以
で
あ
る
。

　
　
宗
敏
竜
固
よ
う
個
入
を
其
方
私
的
束
縛
か
ら
脱
せ
し
む
る
竜
の
で
あ
る
。
乙
れ
一
切
宗
敏
の

　
期
す
る
所
で
あ
る
。
　
一
下
敏
の
如
き
特
に
此
主
意
を
明
か
に
示
し
て
を
る
。
唯
一
紳
は
即
ち
人

　
類
の
統
一
を
意
味
し
て
を
る
。
か
の
「
内
地
人
に
竜
外
面
人
に
竜
法
は
一
つ
で
あ
る
」
と
は
外
論
人

　
を
介
し
て
「
入
」
と
い
ふ
概
念
に
逮
だ
し
の
で
あ
る
。
而
し
て
疲
れ
固
よ
ウ
國
の
内
外
の
別
を
没
却

　
し
泥
意
味
で
は
な
い
。
世
界
主
義
と
は
即
ち
無
組
國
な
ウ
と
の
誤
想
で
は
な
い
。
唯
預
言
者
等

　
は
「
人
」
を
愛
す
る
を
學
ん
で
租
國
を
愛
す
る
尾
と
竜
禺
來
る
と
見
π
の
で
あ
る
。
國
人
の
申
に
込

　
個
人
の
申
龍
竜
露
Φ
塁
◎
｝
邑
Φ
饗
を
見
る
を
極
致
と
し
だ
の
で
あ
る
。
然
か
竜
吾
人
が
宗
敏
の
上
に

　
倫
理
を
立
論
せ
ざ
る
所
以
は
宗
敏
は
愛
を
説
く
を
本
と
す
る
。
愛
か
ら
人
間
仲
間
も
出
帰
元
の

　
　
で
あ
ざ
。
宗
敏
が
遣
徳
，
上
大
に
敷
あ
る
は
倫
理
更
と
し
て
は
認
め
る
。
只
倫
理
の
學
蘭
建
設
は

．
獺
肖
ら
盛
名
讐
ね
ば
な
畠
。
愛
果
し
て
倫
理
の
立
論
の
本
と
な
れ
る
で
あ
ξ
か
。
叢

　
　
　
　
　
　
コ
奪
エ
ン
の
倫
理
説
　
　
　
　
　
　
　

㍉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臼
　
　
一
三



　
　
　
　
　
哲
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一
閥

鎚
情
で
あ
る
。
然
る
に
特
定
の
言
入
と
相
濡
す
る
を
必
要
と
す
る
薗
畳
は
情
の
み
で
は
成
ら
綴
。
聴

1
　
定
の
他
人
鳥
霞
レ
＆
Φ
話
は
法
が
要
求
す
る
所
、
馬
副
が
要
求
す
る
所
で
あ
っ
て
、
量
的
思
惟
が
要
求
す

　
る
所
で
あ
る
。
情
に
一
任
し
て
は
特
定
の
他
人
と
い
ふ
竜
の
は
生
ぜ
諏
。
愛
の
み
な
ら
ば
ス
ピ

　
ノ
ザ
竜
斥
け
て
居
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
智
二
二
と
云
っ
て
居
る
。
愛
あ
る
所
に
は
叉
憺
竜
あ
み
嫉

　
妬
菟
あ
る
。
同
情
愛
櫨
は
．
カ
ン
ト
徳
斥
け
て
居
る
・
宗
激
で
豪
い
力
愛
か
特
に
不
良
の
結
果
を

　
齋
ら
し
カ
の
は
「
隣
を
愛
せ
よ
」
と
云
ふ
言
葉
の
解
繹
に
間
つ
差
厨
が
多
い
。
隣
と
は
本
と
逮
近
親
蔽

　
疎
の
程
度
を
含
蓄
す
る
言
葉
で
あ
る
。
或
時
は
親
族
二
時
は
種
族
叉
二
時
は
宗
敏
上
の
信
仰
を

　
同
じ
く
す
る
竜
の
を
隣
と
解
し
π
。
倫
理
で
問
題
と
す
る
所
は
か
く
親
疎
さ
ま
ぐ
の
程
度
あ

　
る
團
膿
で
は
な
く
、
自
己
が
問
題
で
あ
る
。
純
粋
意
志
の
自
畳
に
如
何
に
し
て
達
す
る
か
の
問
題

　
で
あ
る
。
此
自
慰
は
特
定
の
他
人
と
封
立
蓮
署
す
る
所
に
成
る
べ
き
で
あ
る
所
に
、
此
特
定
の
他

　
入
を
隣
人
と
し
て
仕
舞
っ
て
は
肖
畳
の
必
要
條
件
が
無
く
な
る
。
　
一
全
篇
を
な
す
べ
き
爾
孚
に

　
接
近
疏
遠
の
別
あ
る
謬
が
な
い
。
縮
れ
隣
人
の
愛
が
撹
徳
的
肖
畳
を
寧
ろ
曙
ま
し
π
意
昧
で
あ

　
る
。
愛
は
自
己
を
蟹
げ
て
言
入
に
同
情
し
他
人
の
之
と
を
禽
己
の
こ
と
と
す
る
が
、
懇
愛
の
如
き

　
　
か

　
此
嬢
張
が
過
ぎ
て
若
し
他
我
共
棲
し
得
ざ
る
と
き
は
富
貴
を
棄
て
る
や
う
に
な
る
。
懸
愛
ば
か

　
勇
で
な
く
、
藝
雪
裡
に
起
る
美
的
愛
の
如
き
、
個
我
は
藝
術
に
現
は
れ
居
る
竜
の
に
同
情
し
て
唐
己



1159

を
没
す
る
竜
の
な
る
が
、
然
か
竜
道
徳
的
肖
豊
の
精
密
な
る
意
義
を
示
す
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

　
叉
例
せ
ば
シ
ョ
「
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
説
く
如
く
個
我
が
宇
宙
の
本
源
に
融
姦
し
眠
る
と
云
ふ
の

で
は
固
よ
う
溢
徳
的
良
畳
の
生
ず
る
鈴
地
は
無
い
。

　
要
此
身
豊
は
認
識
の
良
我
を
燃
す
の
で
訳
な
く
、
國
叉
美
的
主
情
の
自
我
を
い
ふ
の
で
損
な
い
。

宗
敏
的
卑
情
に
よ
q
て
自
己
を
増
大
す
る
の
で
も
な
い
。
意
志
と
行
爲
と
の
肖
螢
に
よ
っ
て
肖

己
を
成
す
の
で
あ
る
。
童
貞
己
帥
ち
肖
畳
を
成
す
径
路
の
精
確
分
明
な
る
竜
の
が
邸
ち
法
で
あ

る
。
宗
敢
に
於
て
は
肖
我
は
他
我
と
融
合
す
る
に
て
、
從
て
貞
潔
　
に
合
一
せ
ら
る
べ
き
他
我
の
範

團
の
瓦
焼
大
小
の
問
題
が
存
す
る
。
法
に
あ
っ
て
は
か
か
る
範
園
は
初
よ
ゐ
問
題
で
な
い
。
双

方
の
融
合
は
法
酌
行
爲
其
物
の
こ
と
で
あ
る
。
帥
ち
一
箇
の
法
的
内
容
、
法
的
關
係
の
生
起
其
竜

の
で
あ
っ
て
、
二
者
が
融
け
合
っ
て
仕
舞
ふ
と
い
ふ
の
で
は
、
な
い
。
畢
覧
は
一
箇
病
室
が
存
立
す

る
の
で
あ
る
。
帥
ち
新
に
生
起
せ
る
一
箇
の
法
的
關
係
は
、
我
に
あ
っ
て
は
我
の
主
膿
で
あ
．
多
、
彼

に
あ
っ
て
は
彼
の
戯
画
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
主
艦
か
ら
法
人
の
概
念
を
得
る
の
で
あ

る
。
故
に
法
人
の
概
念
が
道
徳
，
的
自
畳
へ
の
道
で
あ
る
。
故
に
叉
翻
っ
て
見
れ
ば
渣
徳
的
慮
畳

を
離
れ
て
翼
正
の
法
は
無
い
。
倫
理
を
離
れ
て
法
理
を
説
く
こ
と
は
出
面
ぬ
。
故
に
叉
行
爲
を

　
　
　
ゲ
お
ソ
ヌ
ソ
グ

離
れ
て
心
念
を
言
ふ
こ
と
は
・
出
面
ず
、
法
的
團
膿
を
離
れ
て
倫
理
上
の
個
人
を
言
ふ
乙
と
は
出
盛

　
　
　
　
コ
ー
エ
ン
の
倫
理
醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
　
　
膏
凹
　
甲
州
　
硯
　
　
幽
％
　
　
　
観
甲
乱
丁
　
九
　
鵬
顕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
山
ハ

蜘
　
訟
。
公
徳
私
徳
の
別
な
ど
は
倫
理
上
あ
る
べ
き
で
な
い
。

1

　
　
〔
コ
7
エ
ン
の
倫
理
論
の
方
案
的
特
色
は
か
く
法
か
ら
応
徳
の
實
膿
点
る
磁
壁
が
現
す
る
と
見

　
る
織
に
あ
る
。
数
學
的
唐
心
學
か
ら
論
理
學
を
方
案
的
に
立
論
す
る
如
く
に
、
法
門
か
ら
倫
理
學

　
を
方
案
的
に
立
論
せ
ん
と
す
ち
が
氏
の
見
解
で
あ
る
。
〕

　
　
撹
徳
的
自
畳
を
生
成
す
べ
き
法
人
は
猫
逸
法
に
て
は
共
同
膣
Φ
①
b
。
器
Φ
髪
畠
鋒
酔
に
表
は
る
。
共

　
同
膿
の
法
的
特
性
は
自
然
的
個
人
と
反
甥
す
る
所
に
見
え
る
。
輸
入
に
盲
評
す
る
と
共
に
個
人

　
の
利
害
及
目
的
に
反
面
す
る
。
共
同
膣
に
於
け
る
物
件
は
行
爲
に
擁
取
せ
ら
れ
て
悉
く
同
類
の

　
も
の
と
な
る
。
臨
空
爲
寝
て
意
志
の
主
面
は
何
で
あ
る
か
。
こ
こ
に
法
の
主
演
の
問
題
生
ず
。

　
今
意
志
存
立
は
其
統
一
に
あ
る
。
故
に
法
の
主
騰
の
統
一
竜
意
志
の
統
一
に
存
せ
ね
ば
な
ら
諏
。

　
買
血
騰
に
あ
っ
て
は
個
入
の
意
志
は
其
事
翻
す
る
斯
で
な
い
。
多
数
人
の
意
志
は
分
れ
π
る
意

　
志
と
し
て
行
は
れ
ず
し
て
而
て
其
申
に
眞
正
の
意
志
統
一
從
て
法
の
主
膣
の
概
念
が
精
確
に
表

　
は
れ
て
來
る
。
蓋
し
多
聖
人
の
意
志
が
量
る
合
一
を
な
し
て
合
一
意
志
を
な
す
に
際
し
、
此
合
一

　
と
は
如
何
な
る
竜
の
か
と
い
ふ
に
、
興
同
騰
に
於
け
る
法
的
行
爲
に
本
つ
く
竜
の
で
あ
る
。
法
的

　
行
爲
を
成
さ
し
む
る
所
謂
慮
決
剴
切
。
践
暴
。
・
と
は
個
々
の
意
志
が
∵
箇
統
一
的
意
志
に
會
合
す
る

　
ε
で
あ
る
。
此
統
吋
的
意
志
は
最
早
や
何
れ
の
個
々
意
志
に
も
算
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
爾
紙



　
存
績
す
る
個
々
の
意
志
の
総
和
で
な
く
し
て
、
却
て
後
者
を
捨
て
て
其
代
は
う
に
立
つ
だ
竜
の
で

　
あ
る
。
か
く
個
々
の
實
際
の
意
志
を
超
へ
て
統
一
と
し
て
現
は
る
る
所
が
其
が
多
数
態
で
な
く

　
し
て
全
態
で
あ
る
所
で
あ
る
。
然
か
も
此
統
一
的
意
志
の
法
的
慮
決
が
郎
ち
共
同
膿
の
法
の
主

　
膿
を
成
す
の
で
あ
る
か
ら
、
此
意
志
は
理
想
的
で
あ
う
な
が
ら
其
實
最
裾
實
有
的
で
あ
る
。
此
統

　
一
的
理
想
的
代
表
的
意
志
が
意
志
の
統
一
を
な
し
、
こ
こ
に
法
人
の
概
念
を
成
す
の
で
あ
る
。
此

　
法
人
に
あ
っ
て
は
多
藪
の
個
々
は
全
く
潰
滅
す
る
の
で
あ
っ
て
、
正
さ
し
く
怪
態
の
性
質
を
示
し
、

　
其
統
一
た
る
や
、
全
態
の
統
一
で
あ
る
。

　
　
か
く
法
の
主
膿
に
立
脚
し
て
道
徳
的
呼
格
を
立
論
す
る
の
は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
よ
っ
て

　
個
人
の
個
私
を
打
破
し
唐
己
を
籏
充
せ
ん
と
’
す
る
よ
ム
は
精
確
分
明
に
し
て
且
つ
其
含
蓄
が
厚

　
い
の
で
あ
る
。
他
の
方
法
は
皆
情
の
働
き
に
依
っ
て
を
る
。
例
せ
ば
雲
叢
の
概
念
の
如
き
竜
情

　
の
手
段
に
よ
つ
て
自
我
を
襲
げ
ん
と
す
る
竜
の
で
あ
る
。
愛
國
が
利
己
心
を
遠
ざ
け
、
全
謄
に
封

　
す
る
思
想
を
喚
起
し
π
る
は
固
よ
ウ
な
れ
ど
、
叉
愛
國
の
偏
狭
が
世
界
主
義
と
相
容
れ
ざ
る
如
き

　
有
様
を
呈
し
た
乙
と
竜
事
實
で
あ
る
。
個
入
が
情
に
よ
っ
て
輿
己
を
蟹
げ
て
個
溺
蘭
を
去
る
と

　
い
ふ
ば
か
ウ
で
は
ま
だ
眞
に
統
一
的
な
る
宮
畳
は
成
ら
綴
の
で
あ
る
。
宗
敏
的
威
情
に
就
て
竜
・

聴
同
様
に
言
は
れ
得
る
。
憩
を
愛
す
る
こ
と
が
い
つ
二
二
を
愛
す
る
の
餐
眠
と
な
つ
π
わ
け
で
は

　
　
　
　
　
識
ー
エ
ン
の
倫
…
狸
…
麗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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一
八

搬
な
い
。
反
響
法
入
の
重
合
で
は
情
は
與
か
ら
諏
。
只
法
的
行
爲
と
し
て
行
は
る
る
意
志
行
爲
の

1

　
事
で
あ
る
。
糊
入
の
主
槻
的
自
畳
が
澄
徳
的
球
脚
の
範
を
な
す
の
で
あ
る
。
個
人
が
法
の
強
制

　
に
よ
っ
て
其
自
畳
を
鑛
げ
て
團
膿
の
意
識
に
聾
す
惹
の
で
あ
る
と
誤
ひ
考
へ
て
は
な
ら
漁
。
法

　
制
と
髪
型
的
概
念
と
が
純
築
意
志
の
自
畳
と
い
ふ
倫
理
的
概
念
を
實
現
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
法
入
の
概
念
に
本
つ
い
て
道
徳
的
洩
畳
を
立
論
す
る
故
に
國
家
が
實
に
道
徳
的
自
畳
生
威
の

　
課
題
か
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
共
同
膿
の
意
義
は
國
家
と
し
て
完
垂
に
現
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
b

．
こ
こ
嚢
で
論
じ
來
っ
て
以
前
に
論
述
し
π
所
に
蓮
貫
し
で
考
ふ
れ
ば
馬
入
の
主
意
は
分
る
の
で

　
あ
る
。

　
　
反
之
婚
姻
、
家
族
、
種
族
、
罠
族
、
組
國
と
い
ふ
如
き
自
然
的
威
惰
に
ポ
つ
て
…
進
行
す
る
自
己
籏
張
は

　
い
つ
ま
で
進
ん
で
竜
遣
徳
的
自
豊
を
明
白
に
成
さ
し
め
漁
。
蓋
し
此
等
の
團
禮
は
共
同
膿
と
匠

　
別
す
べ
き
團
禮
Q
。
琶
。
営
・
・
畠
聾
で
あ
っ
て
、
其
性
質
が
比
較
相
封
的
の
竜
の
で
あ
る
。
畢
覧
そ
れ
ぞ

　
れ
特
殊
の
込
の
で
あ
る
。
全
態
の
性
に
輿
か
ら
諏
竜
の
で
あ
る
。
此
等
が
法
に
よ
っ
て
、
共
同
謄

　
を
成
し
、
遽
に
國
家
を
成
し
て
、
全
態
に
達
し
て
、
始
て
道
徳
的
自
働
を
成
す
べ
き
地
に
達
す
る
の
で

　
あ
る
。

　
　
徳
の
論
の
贋
で
コ
｝
エ
ン
は
叉
同
様
の
考
を
陳
べ
て
蹴
る
。
徳
の
情
的
基
礎
＄
評
犀
掌
Q
旨
巳
冨
σ
Q
Φ
）



　
を
愛
と
す
る
は
不
十
分
で
あ
る
。
普
遍
愛
と
い
ふ
の
は
嵐
然
的
本
能
で
あ
る
。
懲
愛
の
如
き
は

　
一
種
の
徳
に
よ
っ
て
浮
化
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
滋
性
質
の
竜
の
で
あ
る
か
ら
之
を
徳
の
情
と
見
る

　
如
き
は
顛
倒
で
あ
る
。
藝
術
に
於
て
懲
愛
が
多
少
篤
き
を
な
す
如
き
と
は
趣
を
異
に
し
て
を
る
。

　
プ
ラ
ト
ン
の
「
エ
ロ
ス
レ
論
は
倫
理
論
上
厄
介
物
で
あ
っ
π
。
如
何
程
「
エ
η
ス
し
を
理
想
磁
し
微
妙
π
る

　
精
紳
的
の
も
の
に
高
め
て
込
之
を
本
と
し
て
濫
徳
を
立
て
る
こ
と
は
出
置
楓
。
特
に
愛
は
其
自

　
然
の
性
質
上
可
愛
が
る
竜
の
で
あ
る
。
可
愛
が
る
は
寵
愛
と
な
ウ
、
愛
着
と
智
り
、
依
怯
と
な
う
、
親

　
疎
の
差
等
を
生
ず
る
竜
の
で
あ
る
。
道
徳
上
愛
を
重
ん
ず
る
の
は
愛
は
巳
に
着
せ
ず
他
人
に
向

　
い
て
自
他
の
間
を
通
じ
て
，
之
を
一
に
す
る
竜
の
、
一
箇
共
通
の
生
活
を
現
ず
る
竜
の
で
あ
る
と
い

　
ふ
に
あ
る
や
う
で
あ
る
が
、
此
共
通
の
生
活
と
は
畢
覧
相
面
的
画
報
邑
薮
ぐ
Φ
¢
Φ
白
鉱
鑛
。
巴
一
語
で
あ
る
。

　
自
己
が
愛
す
る
だ
け
の
言
忌
に
限
う
て
之
を
膚
己
と
一
様
に
見
る
の
で
つ
設
う
特
殊
控
る
を
菟

　
れ
臓
。
　
一
つ
一
つ
自
己
の
愛
す
る
所
を
集
め
て
、
薗
己
に
牧
め
て
出
戸
る
共
逓
生
活
で
あ
る
か
ら

　
多
数
態
で
あ
る
。
他
の
之
と
相
似
π
る
生
活
と
比
較
相
翼
に
立
つ
竜
の
で
、
幅
切
の
相
野
特
殊
の

　
琢
を
打
破
し
愚
臣
の
で
な
い
。
嘉
言
で
な
い
。
自
己
の
興
味
の
届
く
所
に
限
ら
れ
て
を
る
。
徳

　
の
情
的
墓
礎
た
る
べ
き
情
は
人
の
如
何
に
潔
っ
て
情
を
異
に
す
る
や
う
な
菟
の
で
な
く
、
筍
く
竜

瑠
人
面
に
封
し
て
は
李
等
に
動
き
出
つ
る
や
5
な
情
で
な
け
れ
ば
な
、
ら
綴
。
愛
の
如
く
熟
度
の
高

　
　
　
　
　
コ
｝
・
エ
ン
の
倫
理
競
　
　
　
　
　
　

ぎ
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
一
九
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鰻
低
を
免
れ
綴
竜
の
は
特
殊
を
超
へ
て
絶
野
李
等
の
共
通
生
活
の
墓
π
る
に
は
ま
だ
＋
分
で
な
い
。

1

　
家
族
、
種
族
、
民
族
な
ど
は
勿
論
、
共
他
種
々
の
特
殊
團
膿
、
卓
越
の
如
き
す
ら
此
濃
淡
を
搾
れ
滋
情
の

　
働
き
を
混
ぜ
て
を
る
。
　
家
族
よ
り
民
族
と
い
ふ
や
う
に
次
第
に
自
然
的
登
達
を
逮
げ
て
、
籏
が
っ

　
て
、
結
局
全
態
に
蓬
す
と
恩
ふ
べ
き
で
は
な
い
。
　
全
章
は
自
然
的
螢
達
の
結
果
到
れ
る
の
で
は
な

　
く
、
道
徳
的
思
惟
の
熟
成
に
よ
っ
て
一
蓋
其
光
を
見
は
す
も
の
で
あ
る
。
程
度
の
あ
る
も
の
で
な
い
。

　
徳
の
情
的
基
礎
だ
る
べ
き
第
嚇
の
情
は
登
態
を
聴
す
る
所
か
ら
趨
る
竜
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
諏
。

　
　
愛
が
い
つ
竜
特
殊
の
團
艦
を
造
る
こ
と
は
愛
は
他
に
向
ふ
と
錐
竜
強
己
を
本
と
し
て
此
自
己

　
を
撰
げ
る
に
過
ぎ
漁
こ
と
と
密
接
に
三
皇
し
て
を
る
。
反
様
若
し
他
人
を
出
立
織
と
す
る
情
あ

　
ら
ば
量
れ
全
態
へ
の
方
向
を
指
す
竜
の
で
あ
る
。
　
蓋
恥
と
畏
敬
の
情
㊥
。
営
β
塑
蓬
窪
。
暮
）
乙
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
か
か
る
情
で
は
な
か
ら
う
か
。
差
阯
と
畏
敬
ど
は
入
が
個
我
の
執
着
を
脱
し
て
他
人
の
尺
度
、
他

　
人
の
鏡
の
下
に
膚
己
を
置
く
を
現
は
す
。
此
情
か
ら
進
ん
で
徳
の
情
的
基
礎
を
求
む
れ
ば
細
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ま
レ

　
（
望
事
の
情
に
外
な
ら
漁
。
此
面
湧
が
欲
望
を
言
表
は
す
言
葉
と
結
付
け
ば
不
徳
の
語
と
な
る
。

　
名
爆
心
（
望
密
Φ
び
ρ
図
ぼ
霊
9
酔
鳩
團
｝
肖
σ
Q
①
詳
）
翻
れ
で
あ
る
。
梅
擬
と
い
ふ
語
其
物
に
は
欲
望
を
意
味
す

　
る
竜
の
が
秋
毫
竜
無
い
。
翻
心
の
倫
理
論
は
法
と
密
接
で
あ
る
が
法
と
面
目
と
は
叉
密
接
し
て

　
を
る
。
面
目
は
宗
敷
の
方
で
は
淋
の
面
目
で
あ
っ
て
入
澗
の
面
素
も
此
紳
の
面
目
の
分
身
と
格



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ユ
ル
ヂ

　
見
ら
れ
て
を
る
。
面
目
は
品
位
よ
ウ
竜
穏
當
正
當
に
人
間
の
聞
耳
を
言
表
は
す
。
吾
人
は
凡
て

　
人
間
の
面
貌
を
被
ふ
る
竜
の
に
濁
し
て
面
翼
の
情
を
催
ふ
す
の
で
あ
る
。
人
間
の
面
目
を
威
ず

　
る
の
で
あ
る
。
面
目
に
於
て
人
聞
の
李
等
を
會
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
面
目
は
道
徳
の
通
貨
の

　
如
き
竜
の
、
李
等
の
符
の
如
き
竜
の
で
あ
る
。
人
間
の
本
來
は
其
面
目
で
あ
る
。
人
問
と
し
て
の

　
面
目
で
あ
る
。
叉
法
律
竜
政
治
竜
人
間
の
面
目
を
本
と
し
て
始
て
正
し
い
。
政
治
上
月
面
目
の

　
情
の
磯
現
し
だ
る
は
幾
世
に
於
て
教
導
の
專
権
に
反
動
し
て
騎
士
武
士
階
級
の
面
爲
と
し
て
現

　
は
れ
た
に
始
ま
る
。
さ
れ
ど
是
は
ま
だ
純
な
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
特
殊
階
級
に
附
随
し
た
竜

　
の
で
あ
る
。
特
殊
階
級
を
超
脱
し
て
人
聞
の
面
目
と
な
っ
て
徳
の
惜
で
あ
る
。
道
徳
を
入
の
本

　
來
と
す
れ
被
此
本
來
を
適
確
に
表
す
る
竜
の
は
面
目
で
あ
る
。
徳
を
道
徳
持
地
の
指
導
者
と
す

　
れ
ば
面
目
に
勝
る
徳
の
情
的
基
礎
は
な
い
。
蓋
し
愛
は
我
同
魯
か
ら
湧
き
出
で
、
面
目
は
汝
d
5

　
か
ら
出
つ
る
。
面
目
は
汝
d
離
を
介
し
て
吾
々
急
塁
毒
死
を
成
す
竜
の
で
あ
る
。
面
冒
は
人
問
面

　
目
の
情
な
る
が
故
に
此
情
に
本
つ
い
て
人
間
の
早
馬
に
蓬
す
る
。
文
化
と
は
何
ぞ
や
と
い
ふ
に
、

　
地
上
如
何
な
る
種
族
民
族
竜
郷
家
を
成
形
す
る
可
能
性
を
抱
く
竜
の
と
見
て
人
類
の
生
活
を
諸

　
國
家
㊨
聯
合
の
地
位
に
進
む
る
之
と
潤
れ
即
事
の
根
本
与
国
で
あ
る
。
而
し
て
是
の
如
き
境
涯

獅
　
の
實
現
に
寄
倒
す
。
へ
き
天
職
を
、
箒
ぴ
て
を
る
の
が
各
個
の
種
族
の
面
目
で
あ
る
認

　
　
　
　
　
コ
7
ニ
ン
の
倫
理
㎜
説
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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愛
が
自
我
を
申
心
と
し
て
無
げ
ら
れ
た
る
相
甥
特
殊
の
共
通
生
活
裡
に
働
く
と
趣
を
異
に
し

て
、
面
目
は
直
ち
に
李
等
飯
野
の
人
間
性
に
饗
し
て
趨
る
情
な
る
故
、
此
情
を
養
成
す
る
所
は
登
態

を
面
す
る
法
及
國
家
で
あ
る
。
縁
家
に
於
て
始
て
か
の
特
殊
相
封
の
團
禮
に
附
随
す
る
間
違
つ

た
面
濁
、
虚
血
、
高
慢
を
斥
け
て
翼
正
の
面
目
が
養
は
れ
る
。
例
せ
ば
キ
リ
ス
ト
敏
徒
と
猶
太
敏
徒

と
の
問
に
宗
教
的
威
情
の
相
違
あ
っ
て
互
に
自
ら
高
し
と
す
る
似
而
非
な
る
面
目
を
打
破
し
て
、

強
面
面
談
の
思
想
を
養
ふ
も
の
は
國
家
の
外
に
は
な
い
。
宗
敏
は
國
民
漁
家
の
異
同
に
拘
は
ら

ず
、
却
て
此
等
異
同
を
超
へ
て
人
類
李
等
の
威
に
導
く
竜
の
で
あ
る
と
云
ふ
が
其
實
宗
敏
は
敏
會

の
形
に
於
て
却
て
特
殊
の
共
通
生
活
を
現
し
嵐
ら
高
し
と
し
て
他
を
劣
悪
な
る
異
教
徒
な
ム
と

思
は
し
め
だ
る
と
主
語
上
の
高
士
で
あ
る
。
而
し
て
却
て
一
心
家
の
下
に
李
等
の
臣
民
と
し
て
’

全
膿
に
擁
せ
ら
れ
て
，
宗
敏
信
仰
の
相
違
を
超
脱
せ
る
情
を
養
ふ
こ
と
が
出
府
る
。
此
れ
國
家
成

立
の
性
質
上
然
る
の
で
あ
っ
て
、
所
謂
人
類
李
等
の
思
想
温
情
は
國
家
を
超
越
し
て
起
る
の
．
で
な

く
、
國
家
裡
に
於
で
の
み
翼
に
よ
く
養
成
せ
ら
れ
る
。
人
類
統
一
は
各
國
家
の
箇
別
を
徹
去
す
る

に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
の
で
な
く
、
女
島
國
家
の
聯
合
と
し
て
の
み
達
せ
ら
れ
る
外
は
無
い
。

最
後
に
コ
罫
エ
ン
の
倫
理
論
の
メ
ト
｝
デ
に
就
て
、
氏
は
眞
理
の
根
本
要
求
と
し
て
眞
理
の
根



　
本
法
則
（
Q
㎏
毒
争
Ω
Φ
加
⑦
9
島
亀
．
宅
曽
ぽ
ぎ
5
な
る
竜
の
を
立
て
、
之
を
倫
理
と
論
理
の
一
致
と
し
て
を
る
。

　
論
理
は
純
紳
思
惟
の
論
理
で
あ
っ
て
、
自
然
帥
ち
自
然
學
が
認
む
る
自
然
の
根
底
を
明
ら
か
に
す

　
る
も
の
、
倫
理
は
純
粋
意
志
の
倫
理
で
あ
っ
て
滋
徳
の
根
底
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
既

　
に
純
粋
意
志
と
い
ふ
と
き
自
然
を
豫
心
し
て
を
る
。
あ
ら
ゆ
る
自
然
的
か
ら
純
牌
と
な
る
と
い

　
ふ
裏
面
に
は
自
然
を
無
醍
し
て
は
道
徳
の
存
立
を
語
る
乙
と
を
得
ぎ
る
意
味
が
あ
る
。
自
然
を

　
担
絶
し
了
っ
て
人
間
遭
徳
の
存
立
す
る
わ
け
が
な
い
。
　
一
切
自
然
的
か
ら
自
由
と
な
つ
π
純
紳

　
意
志
は
故
に
無
内
容
の
形
式
で
は
な
く
し
て
却
て
豊
富
盤
き
ざ
る
内
容
を
得
て
來
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
自
然
に
平
す
れ
ば
内
容
は
其
局
し
だ
所
に
限
ら
れ
て
仕
舞
ふ
が
、
自
然
か
ら
自
由
と
な
れ
ば
局
せ

　
な
い
の
で
あ
る
か
ち
潤
澤
な
る
内
容
を
得
る
の
で
あ
る
。
庇
自
然
と
の
一
致
を
見
ね
ば
道
徳
は

　
存
立
せ
諏
。
誉
れ
論
理
と
倫
理
と
の
一
致
を
眞
理
の
根
本
要
求
帥
ち
根
本
法
則
と
す
る
厨
以
で

　
あ
る
。
自
然
に
着
い
て
仕
舞
へ
ば
道
徳
は
成
ら
滋
。
道
徳
は
純
粋
意
志
の
創
造
で
あ
る
つ
（
純
紳

　
意
志
は
叉
自
ら
、
成
る
竜
の
で
あ
る
）
。
さ
れ
ど
自
然
を
全
然
斥
け
了
れ
ば
又
道
徳
は
存
立
せ
漁
。

　
民
族
、
租
國
の
自
然
的
戴
情
に
直
ち
に
本
づ
け
て
溢
徳
を
立
つ
る
＼
乙
と
は
出
來
澱
が
、
然
か
竜
國

　
家
は
到
底
組
帯
的
国
家
を
極
致
と
す
る
竜
の
で
あ
る
。
胆
國
に
本
つ
く
國
家
實
に
謂
れ
國
家
の

一
極
で
あ
る
。
か
く
道
徳
は
一
面
自
然
的
を
脱
す
る
所
に
立
つ
と
昇
竜
つ
ま
う
自
然
と
聖
遷
せ
ね

　
　
　
　
　
”
ー
エ
ン
の
倫
…
理
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閣
ご
鵡



　
　
　
　
哲
學
醸
究
　
第
十
九
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
慰

事
ば
な
ら
諏
も
の
で
あ
る
。
此
一
致
調
和
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
は
脚
の
「
イ
デ
」
（
鑓
8
0
0
黛
Φ
加
）

1
　
で
あ
る
。

　
　
諏
互
エ
ン
に
あ
っ
て
は
騨
と
は
憩
の
「
イ
デ
」
で
あ
る
。
純
粋
意
志
八
つ
ま
う
「
イ
デ
」
で
あ
る
。

　
從
っ
て
道
徳
的
自
畳
も
課
題
で
あ
る
。
凡
て
翼
の
實
在
と
は
才
デ
」
の
乙
と
で
あ
る
。
紳
の
實

　
在
と
は
聯
の
「
イ
デ
婁
」
を
外
に
し
て
何
慮
に
之
を
得
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
此
神
の
「
イ
デ
葺
」
が
道
徳

　
と
自
然
と
を
調
和
す
る
も
の
で
あ
る
。
道
徳
と
自
然
と
の
調
和
は
興
言
の
根
本
法
則
で
あ
る
か

　
ら
、
聯
の
「
イ
デ
す
」
が
即
ち
翼
理
の
「
イ
デ
書
」
で
あ
る
。
而
し
て
聯
の
「
イ
デ
」
が
爾
者
の
調
和
を
な
す

　
と
は
紳
の
超
越
性
が
然
か
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
、
聯
の
超
越
牲
教
も
て
は
強
者
の
調
和
は
出
來

　
顧
。
超
越
と
は
何
ぞ
。
帥
は
霞
然
裡
に
あ
る
の
で
竜
な
く
又
道
徳
裡
に
あ
る
の
で
竜
な
い
と
い

　
ふ
乙
と
で
あ
る
。
調
和
と
は
合
一
せ
し
め
て
同
一
鰹
と
な
す
の
で
は
な
い
。
自
然
と
道
徳
と
は

　
其
差
別
を
失
は
諏
が
、
只
爾
者
は
互
に
相
語
る
竜
の
で
何
等
通
有
の
言
霊
問
題
の
な
い
竜
の
と
か
、

　
或
は
滋
雨
は
相
容
れ
ざ
る
反
封
に
立
つ
竜
の
で
あ
る
と
か
考
ふ
べ
き
で
な
い
。
漫
画
相
違
す
る

　
故
に
調
和
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
此
調
和
は
紳
の
「
イ
デ
」
に
存
す
る
。
聯
は
裏
曲
を
竜
遣
徳
を

　
も
超
越
し
て
居
る
が
、
此
超
越
は
心
密
冒
此
超
越
の
力
に
み
っ
て
滋
徳
は
自
然
を
超
越
ぜ
ず
、
自
然
は

　
道
徳
を
超
越
せ
な
く
て
竜
よ
い
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
　
つ
綾
ム
赫
の
超
越
性
に
よ
っ
て
道
徳
薗



然
の
相
互
超
越
の
要
な
か
ら
し
め
る
の
で
あ
み
。
是
に
依
て
は
聖
徳
は
顧
み
て
自
然
に
依
る
ε

が
出
家
る
。
自
然
は
叉
是
に
依
て
道
徳
に
見
捨
て
ら
れ
て
荒
む
に
及
ば
ぬ
こ
と
に
な
る
。
從
て

道
徳
と
薗
然
と
の
一
致
を
齎
ら
さ
ん
π
め
に
或
は
美
里
に
或
は
心
理
學
的
戚
情
に
訴
ふ
る
必
要

が
な
く
な
る
。
（
3
｝
エ
ン
の
紳
の
超
越
性
云
々
の
輝
輝
は
思
ふ
に
眞
源
其
物
は
自
然
に
竜
道
徳

に
重
陽
せ
ざ
蒼
竜
の
、
帥
せ
ぎ
る
が
故
に
道
徳
と
自
然
と
は
叉
離
せ
ざ
る
も
の
と
い
ふ
や
う
な
こ

と
と
同
意
味
で
あ
る
。
氏
は
凡
瀞
敏
を
登
然
斥
け
る
か
ら
如
上
の
一
種
聖
母
の
論
を
な
す
に
至

っ
だ
こ
と
と
思
は
れ
る
）
。

　
氏
は
倫
理
の
立
論
を
宗
敷
及
藝
術
か
ら
今
立
せ
し
め
て
居
る
が
固
よ
ウ
三
者
が
無
關
係
と
い

ふ
の
で
は
な
い
。
其
徳
論
の
最
後
に
国
β
野
禽
達
簿
を
論
ず
る
所
に
道
徳
の
熟
…
成
が
宗
教
藝
術
の
境

と
一
致
す
る
こ
と
を
見
て
居
る
遊
は
最
竜
敏
訓
に
富
ん
で
を
る
。

　
　
卑
見
を
一
言
せ
ん
に
現
代
に
於
て
個
我
を
萬
事
の
．
申
心
と
す
る
傾
向
か
ら
濫
徳
と
錐
竜
美
と

　
か
愛
と
か
い
ふ
方
面
で
説
か
ん
と
す
る
傾
向
が
多
い
で
は
な
い
か
と
思
ぷ
。
か
く
て
撹
徳
は
個

　
我
の
早
大
、
自
己
主
張
の
増
大
と
な
っ
て
ゆ
く
恐
れ
が
多
い
。
　
訟
奮
エ
ン
の
思
想
は
カ
ン
ト
の
法

雨
を
男
ず
る
精
紳
と
趣
を
一
に
す
慧
の
で
、
利
己
と
紛
ら
は
し
き
道
徳
説
は
明
断
に
之
を
斥
け

　
　
　
　
　
コ
1
謁
ン
の
倫
理
読
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
竃



　
　
　
　
　
哲
攣
研
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第
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六

節
て
居
る
。
其
滋
徳
を
法
に
本
づ
け
て
立
論
せ
る
は
法
の
大
に
登
達
し
て
を
る
と
思
は
る
る
西
洋

1

　
に
あ
っ
て
は
さ
も
あ
る
べ
き
こ
と
と
瓜
、
♪
。
我
邦
で
從
來
密
儀
を
道
徳
の
古
本
と
し
た
の
と
同

　
主
意
で
あ
る
。
禮
儀
竜
法
国
φ
o
馨
も
嫁
く
法
で
あ
る
。
法
を
艦
す
る
所
に
氏
の
所
謂
宮
詣
が
成

　
．
る
。
面
面
に
擁
し
て
面
目
の
情
を
読
き
、
之
を
徳
の
墓
本
的
情
と
し
π
の
は
廉
恥
面
目
の
情
を
主

　
と
し
π
の
で
あ
る
。
今
日
は
同
情
、
愛
、
美
を
多
く
言
ふ
が
、
直
面
、
義
、
法
を
敬
愛
す
る
心
慮
を
輔
屠
重

　
く
見
ね
ば
な
ら
綴
。
　
コ
r
エ
ン
の
論
は
固
よ
ム
普
遍
的
心
理
の
上
に
立
つ
も
の
で
、
時
代
の
道
徳

　
實
際
問
題
に
動
か
さ
れ
た
の
で
は
無
い
が
曝
只
際
問
題
も
固
よ
う
普
遍
の
理
に
擦
っ
て
論
ぜ
ね
ば

　
な
ら
滋
。
（
終
）


